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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 4,215 △68.7 △1,780 ― △1,728 ― △1,088 ―
25年3月期第2四半期 13,469 △26.4 1,265 △49.6 1,306 △46.7 1,047 △29.9

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 344百万円 （△70.0％） 25年3月期第2四半期 1,149百万円 （△15.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △15.81 ―
25年3月期第2四半期 15.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 47,696 35,452 74.3 514.93
25年3月期 44,900 35,452 79.0 514.92
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  35,452百万円 25年3月期  35,452百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 5.00 5.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 △37.2 △3,800 ― △3,700 ― △2,200 ― △31.95



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

詳細は、３ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項」の「(３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表
に対する四半期レビュー手続については実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．（３）連結業 
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 69,083,597 株 25年3月期 69,083,597 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 234,520 株 25年3月期 232,534 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 68,850,010 株 25年3月期2Q 68,853,251 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融緩和策や各種経済政策の効果によ

り、個人消費の持ち直しや設備投資の下げ止まりが進み、景気は緩やかに回復するうちに推移しまし

た。こうした状況の中で、当第２四半期連結累計期間の当社グループ（当社及び連結子会社）におけ

る業績は、売上高が42億１千５百万円（前第２四半期連結累計期間売上高134億６千９百万円）と前年

同期に比べ92億５千３百万円の減収となり、営業損失は17億８千万円（前第２四半期連結累計期間営

業利益12億６千５百万円）となりました。また、経常損失は17億２千８百万円（前第２四半期連結累

計期間経常利益13億６百万円）となり、四半期純損失は10億８千８百万円（前第２四半期連結累計期

間四半期純利益10億４千７百万円）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①鉄道車両関連事業 

国内向車両の大阪市交通局向30000系電車等により、売上高は38億３千万円（前第２四半期連結

累計期間売上高130億８千３百万円）となり、営業損失は15億６千万円（前第２四半期連結累計期

間営業利益14億９千９百円）となりました。 

②不動産賃貸事業 

東大阪商業施設及び所沢商業施設を中心に売上高は３億８千５百万円（前第２四半期連結累計

期間売上高３億８千６百万円）となり、営業利益は３億２千８百万円（前第２四半期連結累計期

間営業利益３億２千７百万円）となりました。 

  

(資産) 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は476億９千６百万円（前連結会計年度末449億円）と27億

９千６百万円の増加となりました。流動資産は主に仕掛品の増加等により、328億２千３百万円（前連

結会計年度末313億１千６百万円）と15億７百万円の増加となりました。固定資産は、148億７千２百

万円（前連結会計年度末135億８千４百万円）と12億８千８百万円の増加となりました。 

(負債) 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は122億４千４百万円（前連結会計年度末94億４千７百万

円）と27億９千６百万円の増加となりました。流動負債は主に前受金の増加等により、92億３千８百

万円（前連結会計年度末65億２千８百万円）と27億１千万円の増加となりました。固定負債は30億５

百万円（前連結会計年度末29億１千９百万円）と８千６百万円の増加となりました。 

(純資産) 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、四半期純損失を計上したものの、為替換算調整勘定

の増加により、354億５千２百万円（前連結会計年度末354億５千２百万円）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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通期の連結業績予想につきましては、平成25年８月８日発表の「決算短信」に記載致しました業績

予想を以下の通り変更しております。 

詳細は、平成25年11月７日に開示いたしました「平成26年３月期第２四半期累計期間連結業績予想

との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

（通期連結業績予想） 

平成26年３月期通期（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

 
  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

有形固定資産の減価償却方法については、従来、当社及び国内連結子会社は一部の建物を除いて定率

法を採用し、在外連結子会社は定額法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、当社及

び国内連結子会社においても定額法に変更致しました。 

この変更は、在外連結子会社が米国にて自社工場を建設することを決議したことにより、今後海外の

現地生産の割合の増加が見込まれますが、当社と同様の鉄道車両関連事業において異なる会計処理方法

となるため、今般有形固定資産の使用実態を見直した結果、既存設備は安定的に使用されており、今後

も安定的な使用が見込まれることから、定額法に会計処理を統一する事がより合理的であると判断した

ため行ったものであります。 

この変更により、従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が76百万円減少し、

営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が31百万円減少しております。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ) 14,000 △2,500 △2,500 △1,600

今回発表予想（Ｂ） 14,000 △3,800 △3,700 △2,200

増減額（Ｂ－Ａ） ― △1,300 △1,200 △600

増減率（％） ― ― ― ―

（ご参考）前期実績（平成25年３月期） 22,307 △76 201 474

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,748 19,775

受取手形及び売掛金 2,553 1,874

有価証券 － 1,000

仕掛品 3,939 8,132

原材料及び貯蔵品 412 450

その他 1,666 1,595

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 31,316 32,823

固定資産   

有形固定資産 7,063 7,579

無形固定資産 91 109

投資その他の資産   

投資有価証券 5,690 6,133

その他 793 1,106

貸倒引当金 △55 △56

投資その他の資産合計 6,428 7,182

固定資産合計 13,584 14,872

資産合計 44,900 47,696

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,572 1,702

未払法人税等 71 19

賞与引当金 305 333

製品保証引当金 460 287

受注損失引当金 764 1,280

その他 3,353 5,615

流動負債合計 6,528 9,238

固定負債   

退職給付引当金 1,500 1,634

その他 1,419 1,371

固定負債合計 2,919 3,005

負債合計 9,447 12,244

近畿車輛㈱ (7122) 平成26年３月期 第２四半期決算短信

- 4 -



(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,252 5,252

資本剰余金 3,124 3,124

利益剰余金 27,393 25,960

自己株式 △95 △96

株主資本合計 35,675 34,241

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,261 1,548

繰延ヘッジ損益 2 20

為替換算調整勘定 △1,486 △358

その他の包括利益累計額合計 △222 1,210

純資産合計 35,452 35,452

負債純資産合計 44,900 47,696
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 13,469 4,215

売上原価 10,518 4,555

売上総利益又は売上総損失（△） 2,951 △340

販売費及び一般管理費 1,685 1,440

営業利益又は営業損失（△） 1,265 △1,780

営業外収益   

受取利息 19 11

受取配当金 49 52

為替差益 － 17

雑収入 21 22

営業外収益合計 89 103

営業外費用   

支払利息 1 0

為替差損 42 －

固定資産除却損 0 22

固定資産撤去費 1 23

雑支出 3 5

営業外費用合計 49 51

経常利益又は経常損失（△） 1,306 △1,728

特別利益   

投資有価証券売却益 269 －

特別利益合計 269 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,575 △1,728

法人税、住民税及び事業税 488 2

法人税等還付税額 － △43

法人税等調整額 39 △599

法人税等合計 527 △640

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,047 △1,088
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,047 △1,088

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △38 286

繰延ヘッジ損益 △13 18

為替換算調整勘定 153 1,128

その他の包括利益合計 101 1,432

四半期包括利益 1,149 344

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,149 344
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△560百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△560百万円であ

り、全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

２ 地域に関する情報 

売上高 

 
(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 北米…………アメリカ合衆国 

 (2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国 

 (3) アジア………中華人民共和国(香港) 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

報告セグメント
調整額 
(注)１ 
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 
(百万円)

鉄道車両 
関連事業 
(百万円)

不動産
賃貸事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 13,083 385 13,469 ― 13,469

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 0 0 △0 ―

計 13,083 386 13,470 △0 13,469

セグメント利益 1,499 327 1,826 △560 1,265

日本(百万円) 北米(百万円) アフリカ(百万円) アジア(百万円) 計(百万円)

6,018 898 6,497 53 13,469
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△549百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△549百

万円であり、全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
３ 会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、従来、当社及び国内連

結子会社は一部の建物を除いて定率法を採用し、在外連結子会社は定額法を採用しておりましたが、第
１四半期連結会計期間より当社及び国内連結子会社においても定額法に変更致しました。この変更によ
り従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が「不動産賃貸事業」で１百万円
増加し、セグメント損失が「鉄道車両関連事業」で26百万円減少しております。  

  

２ 地域に関する情報 

売上高 

 
(注) １ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 北米…………アメリカ合衆国 

 (2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国 

 (3) アジア………中華人民共和国(香港) 

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 
(百万円)

鉄道車両 
関連事業 
(百万円)

不動産
賃貸事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 3,830 384 4,215 ― 4,215

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 1 1 △1 ―

計 3,830 385 4,216 △1 4,215

セグメント利益又は損失(△) △1,560 328 △1,231 △549 △1,780

日本(百万円) 北米(百万円) アフリカ(百万円) アジア(百万円) 計(百万円)

2,721 1,202 230 60 4,215
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当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

   ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

                                          以上 

４．補足情報

 生産、受注及び販売の状況

 ① 生産実績

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 8,405 96.7

合計 8,405 96.7

 ② 受注実績

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

鉄道車両関連事業 41,376 110.4 85,659 194.2

合計 41,376 110.4 85,659 194.2

 ③ 販売実績

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 3,830 29.3

不動産賃貸事業 384 99.9

合計 4,215 31.3
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